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(57)【要約】
【課題】ＦＦＳ方式の液晶表示装置において、視野角特
性をさらに向上させる。
【解決手段】ＦＦＳ方式の液晶表示装置において、第１
の基板の第１の配向膜と第２の基板の第２の配向膜の配
向軸１１３１は同じ方向であり、上偏光板２５０、下偏
光板１５０、位相差板１６０のうちの少なくとも２つは
、（１）上偏光板２５０の吸収軸は、配向軸１１３１と
１度以上４５度以下の角度を有すること、（２）下偏光
板１５０の吸収軸は配向軸１１３１と９１度以上１３５
度以下、または８９度以下で４５度以上の角度を有する
こと、（３）位相差板１６０の延伸軸は、配向軸１１３
１と１度以上４５度以下の角度を有すること、のいずれ
かを満たすことを特徴とする液晶表示装置。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平面状の第１の電極の上に絶縁膜を介して櫛歯状の第２の電極が形成され、前記第１の
電極の上に第１の配向膜が形成された第１の基板と、第２の配向膜が形成された第２の基
板との間に液晶が挟持され、
　前記第１の配向膜と前記第２の配向膜の配向軸は同じ方向であり、
　前記第２の基板の上には、上偏光板が配置し、前記第１の基板の下には下偏光板が配置
し、前記下偏光板と前記第１の基板の間、または、前記上偏光板と前記第２の基板の間に
位相差板が配置し、前記第１の電極と前記第２の電極の間に電圧を印加することによって
画像を形成する液晶表示パネルを有する液晶表示装置であって、
　前記上偏光板、前記下偏光板、前記位相差板のうちの少なくとも２つは、
　前記上偏光板の吸収軸は、前記配向軸と１度以上４５度以下の角度を有すること、
　前記下偏光板の吸収軸は前記配向軸と９１度以上１３５度以下、または８９度以下で４
５度以上の角度を有すること、
　前記位相差板の延伸軸は、前記配向軸と１度以上４５度以下の角度を有すること、のい
ずれかを満たすことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　平面状の第１の電極の上に絶縁膜を介して櫛歯状の第２の電極が形成され、前記第１の
電極の上に第１の配向膜が形成された第１の基板と、第２の配向膜が形成された第２の基
板との間に液晶が挟持され、
　前記第１の配向膜と前記第２の配向膜の配向軸は同じ方向であり、
　前記第２の基板の上には、上偏光板が配置し、前記第１の基板の下には下偏光板が配置
し、前記下偏光板と前記第１の基板の間、または、前記上偏光板と前記第２の基板の間に
位相差板が配置し、前記第１の電極と前記第２の電極の間に電圧を印加することによって
画像を形成する液晶表示パネルを有する液晶表示装置であって、
　前記上偏光板、前記下偏光板、前記位相差板のうちの少なくとも２つは、
　前記上偏光板の吸収軸は、前記配向軸と９１度以上１３５度以下、または８９度以下で
４５度以上の角度を有すること、
　前記下偏光板の吸収軸は前記配向軸と１度以上４５度以下の角度を有すること、
　前記位相差板の延伸軸は、前記配向軸と９１度以上１３５度以下、または８９度以下で
４５度以上の角度を有すること、のいずれかを満足することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　前記位相差板は、前記第１の基板と前記下偏光板の間に配置していることを特徴とする
請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　平面状の第１の電極の上に絶縁膜を介して櫛歯状の第２の電極が形成され、前記第１の
電極の上に第１の配向膜が形成された第１の基板と、第２の配向膜が形成された第２の基
板との間に液晶が挟持され、
　前記第１の配向膜と前記第２の配向膜の配向軸は同じ方向であり、
　前記第２の基板の上には、上偏光板が配置し、前記第１の基板の下には下偏光板が配置
し、前記下偏光板と前記第１の基板の間、または、前記上偏光板と前記第２の基板の間に
位相差板が配置し、前記第１の電極と前記第２の電極の間に電圧を印加することによって
画像を形成する液晶表示パネルを有する液晶表示装置であって、
　前記位相差板の延伸軸は、前記配向軸と一致しており、
　前記上偏光板の吸収軸が前記配向軸となす角をｘとし、前記下偏光板の吸収軸が前記配
向軸となす角をｙとしたとき、ｙ＝ａｘ＋９０を満足し、
　かつ、前記ａの値は、０，８１以上０．９９以下であることを特徴とする液晶表示装置
。
【請求項５】
　平面状の第１の電極の上に絶縁膜を介して櫛歯状の第２の電極が形成され、前記第１の
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電極の上に第１の配向膜が形成された第１の基板と、第２の配向膜が形成された第２の基
板との間に液晶が挟持され、
　前記第１の配向膜と前記第２の配向膜の配向軸は同じ方向であり、
　前記第２の基板の上には、上偏光板が配置し、前記第１の基板の下には下偏光板が配置
し、前記下偏光板と前記第１の基板の間、または、前記上偏光板と前記第２の基板の間に
位相差板が配置し、前記第１の電極と前記第２の電極の間に電圧を印加することによって
画像を形成する液晶表示パネルを有する液晶表示装置であって、
　前記下偏光板の吸収軸は、前記配向軸と９０度の角度をなしており、
　前記上偏光板の吸収軸が前記配向軸となす角をｘとし、前記位相差板の延伸軸が前記配
向軸となす角をｚとしたとき、ｚ＝ｂｘを満足し、かつ、前記ｂは０．４５以上で０．５
５以下であることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　平面状の第１の電極の上に絶縁膜を介して櫛歯状の第２の電極が形成され、前記第１の
電極の上に第１の配向膜が形成された第１の基板と、第２の配向膜が形成された第２の基
板との間に液晶が挟持され、
　前記第１の配向膜と前記第２の配向膜の配向軸は同じ方向であり、
　前記第２の基板の上には、上偏光板が配置し、前記第１の基板の下には下偏光板が配置
し、前記下偏光板と前記第１の基板の間、または、前記上偏光板と前記第２の基板の間に
位相差板が配置し、前記第１の電極と前記第２の電極の間に電圧を印加することによって
画像を形成する液晶表示パネルを有する液晶表示装置であって、
　前記上偏光板の吸収軸は、前記配向軸と一致しており、
　前記下偏光板の吸収軸が前記配向軸となす角をｙとし、前記位相差板の延伸軸が前記配
向軸となす角をｚとしたとき、ｚ＝ｃ（ｙ－９０）を満足し、かつ、前記ｃは０．４５以
上で０．５５以下であることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
　前記位相差板は、前記第１の基板と前記下偏光板の間に配置していることを特徴とする
請求項４乃至６のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置に係り、特に視野角特性を改善した液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置では画素電極および薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）等を有する画素がマトリ
クス状に形成されたＴＦＴ基板と、ＴＦＴ基板に対向して対向基板が配置され、ＴＦＴ基
板と対向基板の間に液晶が挟持されている。そして液晶分子による光の透過率を画素毎に
制御することによって画像を形成している。
【０００３】
　液晶は視野角特性が問題である。特許文献１には、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔ
ｉｃ）方式の液晶表示装置において、画素内において、液晶分子のプレティルト角が異な
る領域を設け、視野角特性の向上を図る構成が記載されている。特許文献２には、ＴＮ方
式の液晶表示装置において、液晶分子のプレティルト角が異なる領域を設けるとともに、
プレティルト角を上限の基板において、異ならせることによって、視野角特性の向上を図
る構成が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平６－３０８４９７号公報
【特許文献２】特開平７－２５３５７８号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ＩＰＳ（Ｉｎ　Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｃｈｉｎｇ）方式は、基板と平行な電界によって、
液晶を回転させることで透過率を制御するものであり、他の方式に比べて優れた視野角特
性を持っている。ＩＰＳ方式のなかでも、ＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｃｈ
ｉｎｇ）方式は、透過率が優れているので主流となっている。
【０００６】
　一方、液晶表示装置は医療用のモニター等にも使用されており、このようなモニターは
、色の細かいトーンの差等も重要な場合があるので、視角特性が特に重要視される。この
ような要求に対しては、通常のＦＦＳ方式でも十分ではないとされる場合がある。
【０００７】
　本発明の課題は、ＦＦＳ方式であっても、さらに、視野角特性の優れた液晶表示装置を
実用化することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は上記課題を克服するものであり、主な具体的な手段は次のとおりである。
【０００９】
　（１）平面状の第１の電極の上に絶縁膜を介して櫛歯状の第２の電極が形成され、前記
第１の電極の上に第１の配向膜が形成された第１の基板と、第２の配向膜が形成された第
２の基板との間に液晶が挟持され、前記第１の配向膜と前記第２の配向膜の配向軸は同じ
方向であり、前記第２の基板の上には、上偏光板が配置し、前記第１の基板の下には下偏
光板が配置し、前記下偏光板と前記第１の基板の間、または、前記上偏光板と前記第２の
基板の間に位相差板が配置し、前記第１の電極と前記第２の電極の間に電圧を印加するこ
とによって画像を形成する液晶表示パネルを有する液晶表示装置であって、前記上偏光板
、前記下偏光板、前記位相差板のうちの少なくとも２つは、前記上偏光板の吸収軸は、前
記配向軸と１度以上４５度以下の角度を有すること、前記下偏光板の吸収軸は前記配向軸
と９１度以上１３５度以下、または８９度以下で４５度以上の角度を有すること、
　前記位相差板の延伸軸は、前記配向軸と１度以上４５度以下の角度を有すること、のい
ずれかを満たすことを特徴とする液晶表示装置。
【００１０】
　（２）平面状の第１の電極の上に絶縁膜を介して櫛歯状の第２の電極が形成され、前記
第１の電極の上に第１の配向膜が形成された第１の基板と、第２の配向膜が形成された第
２の基板との間に液晶が挟持され、前記第１の配向膜と前記第２の配向膜の配向軸は同じ
方向であり、前記第２の基板の上には、上偏光板が配置し、前記第１の基板の下には下偏
光板が配置し、前記下偏光板と前記第１の基板の間、または、前記上偏光板と前記第２の
基板の間に位相差板が配置し、前記第１の電極と前記第２の電極の間に電圧を印加するこ
とによって画像を形成する液晶表示パネルを有する液晶表示装置であって、前記上偏光板
、前記下偏光板、前記位相差板のうちの少なくとも２つは、前記上偏光板の吸収軸は、前
記配向軸と９１度以上１３５度以下、または８９度以下で４５度以上の角度を有すること
、前記下偏光板の吸収軸は前記配向軸と１度以上４５度以下の角度を有すること、前記位
相差板の延伸軸は、前記配向軸と９１度以上１３５度以下、または８９度以下で４５度以
上の角度を有すること、のいずれかを満足することを特徴とする液晶表示装置。
【００１１】
　（３）前記位相差板は、前記第１の基板と前記下偏光板の間に配置していることを特徴
とする（１）または（２）に記載の液晶表示装置。
【００１２】
　（４）平面状の第１の電極の上に絶縁膜を介して櫛歯状の第２の電極が形成され、前記
第１の電極の上に第１の配向膜が形成された第１の基板と、第２の配向膜が形成された第
２の基板との間に液晶が挟持され、前記第１の配向膜と前記第２の配向膜の配向軸は同じ
方向であり、前記第２の基板の上には、上偏光板が配置し、前記第１の基板の下には下偏
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光板が配置し、前記下偏光板と前記第１の基板の間、または、前記上偏光板と前記第２の
基板の間に位相差板が配置し、前記第１の電極と前記第２の電極の間に電圧を印加するこ
とによって画像を形成する液晶表示パネルを有する液晶表示装置であって、前記位相差板
の延伸軸は、前記配向軸と一致しており、前記上偏光板の吸収軸が前記配向軸となす角を
ｘとし、前記下偏光板の吸収軸が前記配向軸となす角をｙとしたとき、ｙ＝ａｘ＋９０を
満足し、かつ、前記ａの値は、０，８１以上０．９９以下であることを特徴とする液晶表
示装置。
【００１３】
　（５）平面状の第１の電極の上に絶縁膜を介して櫛歯状の第２の電極が形成され、前記
第１の電極の上に第１の配向膜が形成された第１の基板と、第２の配向膜が形成された第
２の基板との間に液晶が挟持され、前記第１の配向膜と前記第２の配向膜の配向軸は同じ
方向であり、前記第２の基板の上には、上偏光板が配置し、前記第１の基板の下には下偏
光板が配置し、前記下偏光板と前記第１の基板の間、または、前記上偏光板と前記第２の
基板の間に位相差板が配置し、前記第１の電極と前記第２の電極の間に電圧を印加するこ
とによって画像を形成する液晶表示パネルを有する液晶表示装置であって、前記下偏光板
の吸収軸は、前記配向軸と９０度の角度をなしており、前記上偏光板の吸収軸が前記配向
軸となす角をｘとし、前記位相差板の延伸軸が前記配向軸となす角をｚとしたとき、ｚ＝
ｂｘを満足し、かつ、前記ｂは０．４５以上で０．５５以下であることを特徴とする液晶
表示装置。
【００１４】
　（６）平面状の第１の電極の上に絶縁膜を介して櫛歯状の第２の電極が形成され、前記
第１の電極の上に第１の配向膜が形成された第１の基板と、第２の配向膜が形成された第
２の基板との間に液晶が挟持され、前記第１の配向膜と前記第２の配向膜の配向軸は同じ
方向であり、前記第２の基板の上には、上偏光板が配置し、前記第１の基板の下には下偏
光板が配置し、前記下偏光板と前記第１の基板の間、または、前記上偏光板と前記第２の
基板の間に位相差板が配置し、前記第１の電極と前記第２の電極の間に電圧を印加するこ
とによって画像を形成する液晶表示パネルを有する液晶表示装置であって、前記上偏光板
の吸収軸は、前記配向軸と一致しており、前記下偏光板の吸収軸が前記配向軸となす角を
ｙとし、前記位相差板の延伸軸が前記配向軸となす角をｚとしたとき、ｚ＝ｃ（ｙ－９０
）を満足し、かつ、前記ｃは０．４５以上で０．５５以下であることを特徴とする液晶表
示装置。
【００１５】
　（７）前記位相差板は、前記第１の基板と前記下偏光板の間に配置していることを特徴
とする（４）乃至（６）のいずれかに記載の液晶表示装置。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明が適用される液晶表示装置の分解断面図である。
【図２】ＦＦＳ方式の液晶表示装置の画素部の平面図である。
【図３】ＦＦＳ方式の液晶表示装置の画素部の断面図である。
【図４】配向膜の配向軸、下偏光板の吸収軸、偏光板の吸収軸、位相差板の延伸軸の方向
の基準方向を示す分解斜視図である。
【図５】図4の構成における視野角特性の例である。
【図６】配向膜の配向軸に対する、下偏光板の吸収軸、上偏光板の吸収軸、位相差板の延
伸軸の回転方向を示す分解斜視図である。
【図７】下偏光板の吸収軸、上偏光板の吸収軸、位相差板の延伸軸の各々を単独で回転さ
せた場合の黒輝度の変化を示すグラフである。
【図８】上偏光板の吸収軸のみを基準方向から３度回転させた場合の視野角特性である。
【図９】位相差板の延伸軸のみを基準方向から３度回転させた場合の視野角特性である。
【図１０】下偏光板の吸収軸のみを基準方向から３度回転させた場合の視野角特性である
。
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【図１１】上偏光板の吸収軸、下偏光板の吸収軸、位相差板の延伸軸のいずれか二つを連
動して回転させた場合の黒輝度の変化を示すグラフである。
【図１２】上偏光板の吸収軸の角度をｘとし、下偏光板の吸収軸の角度をｙとし、上偏光
板と下偏光板をｙ=ａｘ＋９０の関係を持って、連動して回転させた場合の、ａの最適値
を決めるグラフである。
【図１３】上偏光板の吸収軸の角度をｘとし、下偏光板の吸収軸の角度をｙとし、上偏光
板と下偏光板をｙ=ａｘ＋９０の関係を持って、連動して回転させた場合、ａを０．９と
したときのｘの変化と黒輝度の変化の関係を示すグラフである。
【図１４】上偏光板の吸収軸の角度をｘとし、下偏光板の吸収軸の角度をｙとし、上偏光
板と下偏光板をｙ=ａｘ＋９０の関係を持って、連動して回転させた場合、ａを０．９と
し、ｘ＝３としたときの視野角特性である。
【図１５】上偏光板の吸収軸の角度をｘとし、位相差板の延伸軸の角度をｚとし、上偏光
板と位相差板をｚ=ｂｘの関係を持って、連動して回転させた場合の、ｂの最適値を決め
るグラフである。
【図１６】上偏光板の吸収軸の角度をｘとし、位相差板の延伸軸の角度をｚとし、上偏光
板と位相差板をｚ=ｂｘの関係を持って、連動して回転させた場合の、ｂを０．５とした
ときのｘの変化と黒輝度の変化の関係を示すグラフである。
【図１７】上偏光板の吸収軸の角度をｘとし、位相差板の延伸軸の角度をｚとし、上偏光
板と位相差板をｚ=ｂｘの関係を持って、連動して回転させた場合の、ｂを０．５とし、
ｘ＝３としたときの視野角特性である。
【図１８】下偏光板の吸収軸の角度をｙとし、位相差板の延伸軸の角度をｚとし、下偏光
板と位相差板をｚ=ｃ（ｙ－９０）の関係を持って、連動して回転させた場合の、ｃの最
適値を決めるグラフである。
【図１９】下偏光板の吸収軸の角度をｙとし、位相差板の延伸軸の角度をｚとし、下偏光
板と位相差板をｚ=ｃ（ｙ－９０）の関係を持って、連動して回転させた場合の、ｃを０
．５としたときのｙの変化と黒輝度の変化の関係を示すグラフである。
【図２０】下偏光板の吸収軸の角度をｙとし、位相差板の延伸軸の角度をｚとし、下偏光
板と位相差板をｚ=ｃ（ｙ－９０）の関係を持って、連動して回転させた場合の、ｃを０
．５とし、ｙ＝９３．５としたときの視野角特性である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に実施例によって本発明を詳細に説明する。
【実施例１】
【００１８】
　図１は液晶表示装置の分解断面図である。図１において、ＴＦＴ基板１００に対し対向
基板２００が周辺においてシール材によって貼り付けられ、ＴＦＴ基板１００と対向基板
２００の間に液晶が挟持されている。ＴＦＴ基板１００の下側には、位相差板１６０が貼
り付けられ、その下側に下偏光板１５０が貼り付けられ、対向基板２００の上側には上偏
光板２５０が貼り付けられている。バックライト２０００からの光は下偏光板１５０によ
って直線偏光に変換され、さらに、位相差板１６０によって、視野角特性を向上させるよ
うに、偏光光の偏光軸を変化させる。ＴＦＴ基板１００、対向基板２００、位相差板１６
０、下偏光板１５０、上偏光板２５０を液晶表示パネル１０００と称する。なお、以下の
実施例では、位相差板１６０はＴＦＴ基板１００と下偏光板１５０の間に配置されるが、
位相差板１６０は対向基板２００と上偏光板２５０の間に配置される場合にも本発明を適
用することができる。
【００１９】
　液晶表示パネル１０００の下偏光板１５０の下には、バックライト２０００が配置して
いる。バックライト２０００は、導光板５００のサイドに光源５１０が配置され、導光板
５００は、光源５１０からの光が液晶表示パネル１０００側に向かうような構造となって
いる。導光板５００の上には拡散シート５２０が配置されている。拡散シート５２０の役
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割は導光板５００から液晶表示パネル１０００に向かう光の輝度むらを軽減することであ
る。拡散シート５２０の上には下プリズムシート５３０が配置され、その上には上プリズ
ムシート５４０が配置されている。上プリズムシートの５４０上には、上拡散板５５０が
配置している。上下プリズムシートと液晶表示パネルの映像信号線あるいは走査線との干
渉によるモアレの発生を防止するためである。
【００２０】
　下プリズムシート５３０には、例えば図１のｘ軸方向にピッチが５０μｍ程度の線状の
プリズムが形成され、上プリズムシート５４０には、例えば、図１のｙ軸方向にピッチが
５０μｍ程度の線状のプリズムが形成されている。ｘ軸とｙ軸とで形成される平面の法線
方向がｚ軸方向であり、バックライトと液晶表示パネルとはｚ軸方向に配置されている。
上プリズムシート５４０、下プリズムシート５３０とも、液晶表示パネル１０００の法線
方向からずれた光を液晶表示パネル１０００の法線方向に向かわせて、バックライト２０
００の効率を向上する役割を有する。
【００２１】
　図２は、ＦＦＳ方式の液晶表示装置における画素部の平面図である。図２において、走
査線１０が横方向、例えば図１のｙ軸方向、に延在し、縦方向に配列しており、映像信号
線２０が縦方向、例えば図１のｘ方向、に延在し、横方向に配列している。走査線１０と
映像信号線２０で囲まれた領域に画素電極１１２が形成されている。
【００２２】
　図２において、スルーホール１４０から半導体層１０３がＵの字型に延在して走査線１
０の下を２回交差する構成となっている。半導体層１０３が走査線１０と交差する部分が
ＴＦＴのチャネル領域となっている。すなわち、この部分では走査線１０がゲート電極と
なっている。半導体層１０３はスルーホール１２０においてコンタクト電極１０７と接続
し、コンタクト電極１０７はスルーホール１３０において画素電極１１２と接続している
。画素電極１１２は内部にスリット１１２１を有する櫛歯状の電極となっている。図２で
は、画素電極１１２はスリットを有する複数の櫛歯電極（線状電極）となっているが、画
素電極１１２はスリットを有さない１本の櫛歯電極（線状電極）の場合もありうる。
【００２３】
　図２に示す点線の矢印は後で述べる液晶の初期配向の向きを決める配向膜１１３の配向
軸１１３１の方向を示している。この配向軸１１３１の方向は、ＴＦＴ基板１００側と対
向基板２００側とで、同じ方向となっている。配向軸１１３１の向きは、液晶の誘電率異
方性Δεが負の場合と正の場合とで、９０度異なるが、図２は誘電率異方性Δεが負の場
合を示している。但し、本発明は、誘電率異方性Δεが正の場合にも同様に適用すること
ができる。図２において、配向軸の方向は、液晶を安定させるために水平方向（ｙ軸方向
）よりもθｄだけずらせてある。
【００２４】
　図３は、画素部の断面図である。図３におけるＴＦＴは、いわゆるトップゲートタイプ
のＴＦＴであり、使用される半導体としては、ＬＴＰＳ（Ｌｏｗ　Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒ
ｅ　Ｐｏｌｉ－Ｓｉ）が使用されている。図３において、ガラス基板１００の上にＳｉＮ
からなる第１下地膜１０１およびＳｉＯ２からなる第２下地膜１０２がＣＶＤ（Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　Ｖａｐｏｒ　Ｄｅｐｏｓｉｔｉｏｎ）によって形成される。第１下地膜１０１
および第２下地膜１０２の役割はガラス基板１００からの不純物が半導体層１０３を汚染
することを防止することである。
【００２５】
　第２下地膜１０２の上には半導体層１０３が形成される。この半導体層１０３は第２下
地膜１０２の上にＣＶＤによってａ－Ｓｉ膜を形成し、これをレーザアニールすることに
よってｐｏｌｙ－Ｓｉ膜に変換したものである。このｐｏｌｙ－Ｓｉ膜をフォトリソグラ
フィによってパターニングする。
【００２６】
　半導体膜１０３の上にはゲート絶縁膜１０４が形成される。このゲート絶縁膜１０４は
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ＴＥＯＳ（テトラエトキシシラン）によるＳｉＯ２膜である。この膜もＣＶＤによって形
成される。その上にゲート電極１０５が形成される。ゲート電極１０５は図２に示す走査
線１０が兼ねている。半導体層は２回走査線１０の下をくぐるので、図３において、ゲー
ト電極１０５は２個配置している。ゲート電極１０５は例えば、ＭｏＷ膜によって形成さ
れる。
【００２７】
　ゲート電極１０５はフォトリソグラフィによってパターニングされるが、このパターニ
ングの際に、イオンインプランテーションによって、リンあるいはボロン等の不純物をｐ
ｏｌｙ－Ｓｉ層にドープしてｐｏｌｙ－Ｓｉ層にソースＳあるいはドレインＤを形成する
。また、ゲート電極１０５のパターニングの際のフォトレジストを利用して、ｐｏｌｙ－
Ｓｉ層のチャネル層と、ソースＳあるいはドレインＤとの間にＬＤＤ（Ｌｉｇｈｔｌｙ　
Ｄｏｐｅｄ　Ｄｒａｉｎ）層を形成する。局部的に電界強度が大きくなることを防止する
ためである。
【００２８】
　その後、ゲート電極１０５を覆って第１層間絶縁膜１０６をＳｉＯ２によって形成する
。第１層間絶縁膜１０６はゲート電極１０５とコンタクト電極１０７を絶縁するためであ
る。第１層間絶縁膜１０６およびゲート絶縁膜１０４には、半導体層１０３をコンタクト
電極１０７と接続するためのスルーホール１２０が形成される。第１層間絶縁膜１０６と
ゲート絶縁膜１０４にスルーホール１２０を形成するためのフォトリソグラフィは同時に
行われる。
【００２９】
　第１層間絶縁膜１０６の上には映像信号線が形成されている。映像信号線は、図２に示
すスルーホール１４０において、半導体層１０３と接続している。つまり、スルーホール
１４０とスルーホール１２０の間に２個のＴＦＴが形成されていることになる。第１層間
絶縁膜１０６の上にコンタクト電極１０７が映像信号線２０と同層で形成される。映像信
号線２０およびコンタクト電極１０７は例えばＭｏＷによって形成される。
【００３０】
　映像信号線２０およびコンタクト電極１０７を覆って無機パッシベーション膜１０８が
ＳｉＮ等で形成され、ＴＦＴ全体を保護する。無機パッシベーション膜１０８は第１下地
膜１０１と同様にＣＶＤによって形成される。無機パッシベーション膜１０８を覆って有
機パッシベーション膜１０９が形成される。有機パッシベーション膜１０９は感光性のア
クリル樹脂で形成される。有機パッシベーション膜１０９は、アクリル樹脂の他、シリコ
ーン樹脂、エポキシ樹脂、ポリイミド樹脂等でも形成することが出来る。有機パッシベー
ション膜１０９は平坦化膜としての役割を持っているので、厚く形成される。有機パッシ
ベーション膜１０９の膜厚は１～４μｍであるが、多くの場合は２μｍ程度である。尚、
有機パッシベーション膜を設ける場合、無機パッシベーション膜１０８を設けない場合も
ある。
【００３１】
　画素電極１１０とコンタクト電極１０７との導通を取るために、無機パッシベーション
膜１０８および有機パッシベーション膜１０９にスルーホール１３０が形成される。有機
パッシベーション膜１０９は感光性の樹脂を使用している。感光性の樹脂を塗付後、この
樹脂を露光すると、光が当たった部分のみが特定の現像液に溶解する。すなわち、感光性
樹脂を用いることによって、フォトレジストの形成を省略することが出来る。有機パッシ
ベーション膜１０９にスルーホール１３０を形成したあと、２３０℃程度で有機パッシベ
ーション膜を焼成することによって有機パッシベーション膜１０９が完成する。
【００３２】
　その後コモン電極１１０となるＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）をスパッ
タリングによって形成し、その後、スルーホール１３０およびその周辺からＩＴＯを除去
するようにパターニングする。コモン電極１１０は各画素共通に平面状に形成することが
出来る。その後、第２層間絶縁膜１１１となるＳｉＮをＣＶＤによって全面に形成する。
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その後、スルーホール１３０内において、コンタクト電極１０７と画素電極１１２の導通
をとるためのスルーホールを第２層間絶縁膜１１１および無機パッシベーション膜１０８
に形成する。
【００３３】
　その後、ＩＴＯをスパッタリングによって形成し、パターニングして画素電極１１２を
形成する。画素電極１１２の平面形状は図３に示すとおりである。画素電極１１２の上に
配向膜材料をフレキソ印刷あるいはインクジェット等によって塗布し、焼成して配向膜１
１３を形成する。配向膜１１３の配向処理にはラビング法のほか偏光紫外線による光配向
法が用いられる。配向処理による配向軸の向きは、図２に示すとおりである。
【００３４】
　画素電極１１２とコモン電極１１０の間に電圧が印加されると図３に示すような電気力
線が発生する。この電界によって液晶分子３０１を回転させ、液晶層３００を通過する光
の量を画素毎に制御することによって画像を形成する。
【００３５】
　図３において、液晶層３００を挟んで対向基板２００が配置されている。対向基板２０
０の内側には、カラーフィルタ２０１が形成されている。カラーフィルタ２０１は画素毎
に、赤、緑、青のカラーフィルタが形成されており、これによってカラー画像が形成され
る。カラーフィルタ２０１とカラーフィルタ２０１の間にはブラックマトリクス２０２が
形成され、画像のコントラストを向上させている。なお、ブラックマトリクス２０２はＴ
ＦＴの遮光膜としての役割も有し、ＴＦＴに光電流が流れることを防止している。
【００３６】
　カラーフィルタ２０１およびブラックマトリクス２０２を覆ってオーバーコート膜２０
３が形成されている。カラーフィルタ２０１およびブラックマトリクス２０２の表面は凹
凸となっているために、オーバーコート膜２０３によって表面を平らにしている。オーバ
ーコート膜の上には、液晶の初期配向を決めるための配向膜１１３が形成される。配向膜
１１３の配向処理はＴＦＴ基板１００側の配向膜１１３と同様、ラビング法あるいは光配
向法が用いられる。配向軸１１３１の方向は、ＴＦＴ基板１００側の配向軸と同じ、図２
の矢印の向きである。
【００３７】
　図４は、図１の液晶表示パネル１０００の通常の構成での、下偏光板１５０の吸収軸１
５０１、位相差板１６０の延伸軸１６０１方向、液晶の初期配向の方向を決める配向膜１
１３の配向軸方向１１３１等を示す模式図である。図４はいわゆるe-modeを用いた液晶表
示装置の場合である。図４において、液晶の配向軸１１３１は点線で示してあり、上偏光
板２５０の吸収軸２５０１、下偏光板１５０の吸収軸１５０１、位相差板１６０の延伸軸
１６０１等の角度は、液晶の配向軸１３０１を基準にしている。
【００３８】
　図４において、下偏光板１５０の吸収軸１５０１は、液晶の配向軸１１３１に対して９
０度の方向となっている。なお、偏光板の吸収軸は、この方向に振動する光を吸収すると
いう意味である。位相差板１６０の延伸軸１６０１の方向は、液晶の配向軸１１３１の方
向と同じである。なお、位相差板１６０の延伸軸１６０１の方向が、屈折率が大きい方向
であるneであり、延伸軸１６０１と直角方向が屈折率の小さい方向であるnoとなる。
【００３９】
　配向膜１１３はＴＦＴ基板１００と対向基板１００とに形成されているが、配向軸１１
３１は同じ方向である。したがって、以後、ＴＦＴ基板１００および対向基板２００に形
成されている配向膜１１３の配向軸１１３１を単に配向軸１１３１と称する。また、配向
軸１１３１は、液晶の配向軸１１３１と呼ぶこともある。なお、図２では、配向軸１１３
１は水平方向からθｄだけ傾いているが、図４では、基準の方向という意味で、水平方向
となっている。また、図４においては、液晶分子３０１のティルト角θｔは２度である。
これは配向膜１１３をラビング処理した場合の例である。その上に配置する上偏光板２５
０の吸収軸２５０１は、液晶の配向軸１１３１と同じである。図４において、液晶層によ
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って光が受ける位相差Δｎは３８３nmである。また、位相差板の正面位相差は１８０ｎｍ
であり、厚さ方向の位相差（Ｒｔｈ）は５４ｎｍである。尚、ラビング処理の場合、ラビ
ング布で配向膜を擦る方向により液晶の配向の特性が異なるが、本願では擦る方向につい
ては適宜変更可能である。
【００４０】
　一般には、上偏光板２５０の吸収軸２５０１、下偏光板１５０の吸収軸１５０１、位相
差板１６０の延伸軸１６０１を図４に示すような角度からわずかでもずらすと、黒輝度が
上がる、すなわち、コントラストが低下するので、上偏光板２５０の吸収軸２５０１、下
偏光板１５０の吸収軸１５０１、位相差板１６０の延伸軸１６０１の角度のばらつきは、
図４で示す値から、１度よりもかなり小さな値になるようにコントロールされる。
【００４１】
　以上の構成は、動作モードはいわゆるe-modeの場合であるが、いわゆるo-modeの場合に
も同様に本発明を適用することができる。o-modeの場合には、上偏光板２５０の吸収軸２
５０１と位相差板１６０の延伸軸１６０１が配向軸方向１１３１と９０度をなし、下偏光
板１５０の吸収軸１５０１が配向軸方向１１３１と同じ方向になると考えればよい。
【００４２】
　一般にＦＦＳの場合は、視野角特性が優れており、したがって、輝度むらも小さいが、
詳細に画面を観察すると、図５に示すような視野角特性が生じている。図５は黒表示をし
た場合の、視野角特性を等高線で表したものである。つまり、黒表示にしても、画面を見
る角度によって図５に示すような輝度となる。図５において、円の周りに記載した角度は
方位角を示している。また、図の点線で記載した同心円は、画面を視る方向の、画面の法
線からの角度を示している。つまり、中央が画面を法線上から見た場合であり、点線の同
心円は、画面の法線方向から１０度ずつ傾いた角度を示している。図５において、輝度の
領域が、Ａ１、Ａ２、Ａ３となるにしたがって輝度が大きくなっている。図５において、
輝度が見る位置によって、Ａ１からＡ３まで変化している。すなわち、見る位置によって
黒表示における輝度が変化するということである。
【００４３】
　コントラストを考える場合、画面の法線方向から視た場合の、黒レベルも問題となる。
すなわち、黒レベル（以後黒輝度と称する）をできるだけ沈めるには、図４に示すような
構成がもっともよいと考えられている。一方、この場合の黒表示における視野角特性は、
図５のようであり、用途によっては、あるいは、使用者の好みによっては問題となること
もある。本発明は、上偏光板２５０の吸収軸の角度２５０１および下上偏光板１５０の吸
収軸の角度１５０１、あるいは、位相差板１６０の延伸軸１６０１の角度のうち、少なく
とも２つを図４の状態から変化させることによって、黒輝度の上昇を所定の値以下に抑え
、かつ、黒表示における視野角特性を改善することである。
【００４４】
　図６は、本発明の構成を説明するための模式図である。図６において、ＴＦＴ基板１０
０および対向基板２００における液晶の配向軸１１３１を水平方向の点線で示し、基準方
向としている。図６において、下偏光板１５０の吸収軸１５０１の配向軸１１３１との角
度はｙである。すなわち、ｙは、必ずしも９０度ではなく、９０度から所定の角度ずらす
場合があることを示している。位相差板１６０の延伸軸１６０１の配向軸１１３１との角
度はｚである。配向膜１１３の配向軸１１３１は図４と同様である。上偏光板２５０の吸
収軸２５０１の配向軸１１３１との角度はｘである。図６において、液晶層によって光が
受ける位相差Δｎは３８３nmである。また、位相差板１６０の正面位相差は１８０ｎｍで
あり、厚さ方向の位相差（Ｒｔｈ）は５４ｎｍである。
【００４５】
　図７は、視野角特性を改善するために、上偏光板２５０の吸収軸１５０１、位相差板１
６０の延伸軸１６０１、下偏光板１５０の吸収軸１５０１のいずれか一つを図４に示す基
準角度からずらした場合の、画面の法線方向における黒レベル、すなわち、黒輝度の変化
を示す。図７における縦軸は黒輝度であり、単位はｎｉｔ（ｃｄ/ｍ２）である。横軸は
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、上偏光板２５０の場合は、吸収軸２５０１が配向軸方向１１３１となす角度、すなわち
、図６におけるｘ、位相差板１６０の場合は、延伸軸１６０１が配向軸１１３１となす角
度、すなわち、図６におけるｚ、下偏光板１５０の場合は、配向軸１５０１とのなす角度
、すなわち、図６におけるｙである。
【００４６】
　図７において、上偏光板２５０１を基準の角度、すなわち、液晶の配向軸の方向１１３
１からずらすと黒輝度が上昇するが、３度ずらした場合、０．１１ｎｉｔ程度に上昇する
。なお、この場合は、位相差板１６０の延伸軸方向１６０１と下偏光板１５０の吸収軸１
５０１は基準のままである。上偏光板２５０１を基準の角度から３度ずらした時の視野角
特性は図８に示すようである。図８において、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３となるにしたがって、輝
度が大きくなっていることを示している。図８に示す視野角特性は、従来例である図５と
比較してもあまり改善はみられない。
【００４７】
　なお、図７に示すように、上偏光板２５０の吸収軸の角度２５０１、下偏光板１５０の
吸収軸１５０１の角度、位相差板１６０の延伸軸１６０１の角度度によって、各ケースに
おいて、基準となる黒輝度が異なってくる。したがって、以下に示す、図８と同様な視野
角特性を示すチャートにおけるベースの輝度は、各ケースにおいて、異なってくるので、
各等高線の値は、図ごとに異なっている。例えば、図５においては、等高線で示される輝
度はＡ１、Ａ２等であり、図８においては、等高線で示される輝度はＢ１、Ｂ２等である
。以下の同様なチャートにおいても同様である。
【００４８】
　図７において、位相差板１６０の延伸軸１６０１を基準の角度、すなわち、液晶の配向
軸１１３１の方向からずらすと黒輝度が上昇するが、３度ずらした場合、０．３ｎｉｔ程
度に上昇する。なお、この場合は、上偏光板２５０の吸収軸２５０１と下偏光板１５０の
吸収軸１５０１は基準のままである。一方、この時の視野角特性は図９に示すようであり
、Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４等の順に輝度が大きくなっていくことを示している。
【００４９】
　図７において、下偏光板１５０を基準の角度、すなわち、液晶の配向軸１１３１の方向
からずらすと黒輝度が上昇するが、３度ずらした場合、０．１１ｎｉｔ程度に上昇する。
なお、この場合は、位相差板１６０の延伸軸方向１６０１と上偏光板２５０の吸収軸２５
０１は基準のままである。一方、この時の視野角特性は図１０に示すようであり、Ｄ１、
Ｄ２、Ｄ３等にしたがって、輝度が大きくなっている。
【００５０】
　以上のように、上偏光板２５０、位相差板１６０、下偏光板１５０のいずれか一つだけ
を基準の角度からずらしても、黒輝度は上昇してしまう場合がある。
【００５１】
　一方、上偏光板２５０の吸収軸２５０１、位相差板１６０の延伸軸１６０１、下偏光板
１５０の吸収軸１５０１のうちの、少なくとも２つを基準の方向から連動してずらすこと
によって、黒輝度の上昇を抑えるとともに、視野角特性の改善を図ることができる。また
、本発明においては、上偏光板２５０の偏光軸２５０１、下偏光板１５０の偏光軸１５０
１、位相差板１６０の延伸軸１６０１のうち、少なくとも２つを図４に示す方向よりも１
度以上４５度以下傾けることを特徴としている。上偏光板２５０の吸収軸２５０１、位相
差板１６０の延伸軸１６０１、下偏光板１５０の吸収軸１５０１のうちの、少なくとも２
つを基準の方向からずらす場合、そのずらし方が問題となる。
【００５２】
　図１１は、上偏光板２５０の吸収軸２５０１、位相差板１６０の延伸軸１６０１、下偏
光板１５０の吸収軸１５０１のうちの、少なくとも２つを基準の方向からずらしたとき、
黒輝度が上昇しないように、２つの要素をずらす量を同じ割合でずらした場合である。例
えば、上偏光板２５０の吸収軸２５０１を１度ずらす場合に、下偏光板１５０の吸収軸１
５０１も１度ずらすような場合である。
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【００５３】
　図１１において、（Ａ＋Ｃ）とは、位相差板１６０の延伸軸１６０１の角度を基準角度
に保ち、上偏光板２５０の吸収軸２５０１と下偏光板１５０の吸収軸１５０の角度を基準
角度からずらした場合の黒輝度の変化を示すものである。（Ａ＋Ｂ）とは、下偏光板１５
０の吸収軸１５０１を基準角度に保ち、上偏光板２５０の吸収軸２５０１と位相差板１６
０の延伸軸１６０１の角度を基準角度からずらした場合の黒輝度の変化を示すものである
。（Ｂ＋Ｃ）とは、上偏光板２５０の吸収軸２５０１の角度を基準位置に保ち、位相差板
１６０の延伸軸１６０１と下偏光板１５０の吸収軸１５０１を基準位置からずらした場合
の黒輝度の変化を示すものである。
【００５４】
　図１１において、（Ａ＋Ｃ）、すなわち、位相差板１６０の延伸軸１６０１の角度を基
準角度に保ち、上偏光板２５０の吸収軸２５０１と下偏光板１５０の吸収軸１５０１を基
準角度からずらした場合の黒輝度の変化は、図７に示す上偏光板２５０、位相差板１６０
、下偏光板１５０の各一枚のみの軸をずらす場合よりも大幅に小さくっている。一方、図
１１における、（Ａ＋Ｂ）、（Ｂ＋Ｃ）の場合は、図７に示す上偏光板２５０、又は、下
偏光板１５０の各一枚のみの軸をずらす場合とほぼ同等である。
【００５５】
　本発明の他の特徴は、上偏光板２５０の吸収軸２５０１、位相差板１６０の延伸軸１６
０１、下偏光板１５０の吸収軸１５０１のうちの、少なくとも２つを基準の方向からずら
すとき、黒輝度が上昇しないように、２つのずらす量を異ならせることである。
【００５６】
　図１２は、位相差板１６０の延伸軸１６０１を基準方向に固定し、上偏光板２５０の吸
収軸２５０１を基準方向からｘずらし、下偏光板１５０の吸収軸１５０１を基準方向から
ｙずらした場合に、黒輝度を最も小さくするためのｘとｙの関係を示すものである。つま
り、図１１は、ｙ＝ａｘ+９０の関係とした場合、ａがどの程度のときに、黒輝度が小さ
くなるかを示すものである。ここで、ａは、ｘの量とｙの量の比率を示すものである。図
１２において、黒輝度を最も小さくするａの値は０．９である。また、図１２より、０．
９±０．０９の範囲であれば、黒輝度は充分に小さく保つことができるといえる。
【００５７】
　図１３は、ａ＝０．９において、ｘを変化させた場合に、黒輝度がどのように変化する
かを示すグラフである。つまり、位相差板１６０の延伸軸１６０１を基準の位置に保ち、
ｘとｙの値をｙ＝ａｘ+９０の関係に保つようにして、ｘの値を変化させた場合の黒輝度
の変化である。図１３の黒輝度は、図７の場合よりも大幅に改善され、図１１の場合の（
Ａ＋Ｃ）よりも若干改善されている。図１３において、ｘが３度の場合、黒輝度は０．０
４３ｎｉｔ程度である。
【００５８】
　この時の視野角特性を図１４に示す。つまり、図１４は、位相差板１６０の延伸軸１６
０１を基準に保ち、上偏光板２５０の吸収軸２５０１を基準方向からｘすなわち、３度ず
らし、下偏光板１５０の吸収軸１５０１をｙ＝ａｘ+９０とした場合の視野角特性を示す
ものである。図１４に示す視野角特性の定義は、図５等で説明したのと同様である。
【００５９】
　図１４に示すように、この場合の視野角特性は、特定の方位角において、画面の法線方
向からの角度が大きい場合に、従来の例に比較して悪化している部分があるが、全体とし
ては、視野角特性が一様になっている部分が広がっている。図１４において、Ｅ１、Ｅ２
、Ｅ３等にしたがって、輝度が大きくなっている。
【００６０】
　図１５は、下偏光板１５０の吸収軸１５０１を配向軸１１３１と９０度の方向に固定し
、上偏光板２５０の吸収軸２５０１を基準方向からｘずらし、位相差板１６０の延伸軸１
６０１をｚ＝ｂｘだけ基準方向からずらした場合に、黒輝度を最も小さくするためのｘと
ｚの関係を示すものである。つまり、図１５は、ｚ＝ｂｘの関係とした場合、ｂがどの程
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度のときに、黒輝度が小さくなるかを示すものである。ここで、ｂは、ｘの量とｚの量の
比率を示すものである。図１５において、黒輝度を最も小さくするｂの値は０．５である
。また、図１５より、ｂが０．５±０．０５の範囲であれば、黒輝度は充分に小さく保つ
ことができるといえる。
【００６１】
　図１６は、ｂ＝０．５において、ｘを変化させた場合に、黒輝度がどのように変化する
かを示すグラフである。つまり、下偏光板１５０の吸収軸１５０１を基準の位置に保ち、
ｘとｚの値をｚ＝ｂｘの関係に保つようにして、ｘの値を変化させた場合の黒輝度の変化
である。図１６の黒輝度は、図７の場合よりも大幅に改善され、図１１の場合の（Ａ＋Ｃ
）よりも若干改善されている。
【００６２】
　図１６において、ｘが３度の場合、黒輝度は０．０４３ｎｉｔ程度である。この時の視
野角特性を図１７に示す。つまり、図１７は、下偏光板１５０の吸収軸１５０１を配向軸
１１３１と９０度の方向に保ち、上偏光板２５０の吸収軸２５０１を基準方向からｘすな
わち、３度ずらし、位相差板１６０の延伸軸１６０１をｚ＝ｂｘとした場合の視野角特性
を示すものである。図１７に視野角特性の定義は、図５等で説明したのと同様である。
【００６３】
　図１７において、Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３等にしたがって、輝度が大きくなっている。図１７
に示すように、この場合の視野角特性は、特定の方位角において、画面の法線方向からの
角度が大きい場合に、従来の例に比較して悪化している部分があるが、全体としては、視
野角特性が一様になっている部分が広がっている。
【００６４】
　図１８は、上偏光板２５０の吸収軸２５０１を基準方向に固定し、下偏光板１５０の吸
収軸１５０１を基準方向からｙずらし、位相差板１６０の延伸軸１６０１をｚ＝ｃ（ｙ－
９０）だけ基準方向からずらした場合に、黒輝度を最も小さくするためのｙとｚの関係を
示すものである。つまり、図１８は、ｚ＝ｃ（ｙ－９０）の関係とした場合、ｃがどの程
度のときに、黒輝度が小さくなるかを示すものである。ここで、ｃは、ｙの量とｚの量の
比率を示すものである。図１８において、黒輝度を最も小さくするｃの値は０．５である
。また、図１８より、ｃが０．５±０．０５の範囲であれば、黒輝度は充分に小さく保つ
ことができるといえる。
【００６５】
　図１９は、ｃ＝０．５において、ｙを変化させた場合に、黒輝度がどのように変化する
かを示すグラフである。つまり、下偏光板１５０の吸収軸１５０１を基準の位置に保ち、
ｙとｚの値をｚ＝ｃ（ｙ－９０）の関係に保つようにして、ｙの値を変化させた場合の黒
輝度の変化を示すものである。図１９の黒輝度は、図７の場合よりも大幅に改善され、図
１１の場合の（Ａ＋Ｃ）よりも若干改善されている。
【００６６】
　図１９において、ｙが９３．５度の場合、黒輝度は０．０５６ｎｉｔ程度である。この
時の視野角特性を図２０に示す。つまり、図２０は、上偏光板２５０の吸収軸２５０１を
基準方向に保ち、下偏光板１５０の吸収軸１５０１を基準方向からｙすなわち、９３．５
度とし、位相差板１６０の延伸軸１６０１をｚ＝ｃ（ｙ－９０）とした場合の視野角特性
を示すものである。図２０に視野角特性の定義は、図５等で説明したのと同様である。
【００６７】
　図２０に示すように、この場合の視野角特性は、特定の方位角において、画面の法線方
向からの角度が大きい場合に、従来の例に比較して悪化している部分があるが、全体とし
ては、視野角特性が一様になっている部分が広がっている。図２０において、Ｇ１、Ｇ２
、Ｇ３等にしたがって、輝度が大きくなっている。
【００６８】
　以上説明したように、上偏光板と下偏光板と位相差板を有するＦＦＳ方式の液晶表示装
置において、上偏光板の吸収軸、下偏光板の吸収軸、位相差板の延伸軸のうちのいずれか
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２つを基準の位置からずらすことによって、黒輝度の上昇を許容範囲におさえつつ、視野
角特性の向上を図ることができる。
【００６９】
　なお、ＦＦＳの構造を説明する図３では、カラーフィルタは対向基板に形成されている
が、カラーフィルタがＴＦＴ基板に形成されている場合も本発明を適用することができる
。
【００７０】
　以上の説明では、液晶表示装置はいわゆるe-modeを使用するということで説明した。し
かし、本発明は、いわゆるo-modeを使用する場合にも適用することができる。o-modeにお
いては、図４における上偏光板２５０の吸収軸２５０１は配向軸１１３１と９０度であり
、下偏光板１５０の吸収軸１５０１は配向膜１１３の配向軸１１３１と同じ方向であり、
位相差板１６０の延伸軸１６０１は配向軸１１３１と９０度の方向となる。そして、配向
軸１１３１の方向を基準角度とした場合、図６のような配置において、上偏光板２５０と
下偏光板１５０を連動して回転させる場合、上偏光板２５０の吸収軸２５０１の基準角度
からのずれをｘとし、下偏光板１５０の吸収軸１５０１の配向軸１１３１からの角度をｙ
としたとき、ｙ＝ａｘ＋９０の関係となる。また、上偏光板２５０と位相差板１６０を連
動して回転する場合、上偏光板２５０の吸収軸２５０の基準角度からのずれをｘとし、位
相差板１６０の延伸軸１６０１の基準角度からのずれをｚとした場合、ｚ＝ｂｘとなる。
さらに、下偏光板１５０と位相差板１６０を連動して回転する場合、下偏光板１５０の吸
収軸１５０１の基準角度からのずれをｙとし、位相差板１６０の延伸軸１６０１の基準角
度からのずれをｚとした場合、ｚ＝ｃ（ｙ－９０）となる。この場合のａ、ｂ、ｃの値は
、e-modeで説明した値と同様になる。つまり、上偏光板２５０、位相差板１６０、下偏光
板１５０の連動の仕方は、e-mode、o-modeとも同じになる。
【符号の説明】
【００７１】
　１０…走査線、　２０…映像信号線、　１００…ＴＦＴ基板、　１０１…第１下地膜、
　１０２…第２下地膜、　１０３…半導体層、　１０４…ゲート絶縁膜、　１０５…ゲー
ト電極、　１０６…第１層間絶縁膜、　１０７…コンタクト電極、　１０８…無機パッシ
ベーション膜、　１０９…有機パッシベーション膜、　１１０…コモン電極、　１１１…
第２層間絶縁膜、　１１２…画素電極、　１１３…配向膜、　１２０…第１スルーホール
、　１３０…第２スルーホール、　１４０…第３スルーホール、　１５０…下偏光板、　
１６０…位相差板、　２００…対向基板、　２０１…カラーフィルタ、　２０２…ブラッ
クマトリクス、　２０３…オーバーコート膜、　２５０…上偏光板、　３００…液晶層、
　３０１…液晶分子、　５００…導光板、　５１０…光源、　５２０…下拡散シート、　
５３０…下プリズムシート、　５４０…上プリズムシート、　５５０…上拡散シート、　
５６０…反射シート、　１０００…液晶表示パネル、　１１２１…スリット、　１１３１
…配向軸、　１５０１…下偏光板配向軸、　１６０１…位相差板延伸軸、　２０００…バ
ックライト、　２５０１…上偏光板吸収軸　θｄ…画素電極と配向軸の傾き、　θｔ…テ
ィルト角
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